
６2022年（令和4年）5月15日（日曜日）（第三種郵便物認可）
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釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
企
画
広
報
課
の
佐
藤
で
す
。
大
学
進
学
の
た
め

地
元
を
離
れ

年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
お
い
し
い
食
べ
物
、
花
粉
が
少
な
い
、
夏
が
涼

し
い
、
雪
が
少
な
い
な
ど
、
釧
路
の
魅
力
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
卒
業
後
に
釧
路
に
残
る
こ
と

を
決
め
た
一
番
の
理

由
は
「
人
の
温
か
さ
」

で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
「
人

の
魅
力
」
が
観
光
客

や
進
学
、
転
勤
で
来

た
人
に
伝
わ
り
、
私

の
よ
う
な
釧
路
の
フ

ァ
ン
が
も
っ
と
増
え

て
欲
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
日
程
　
５
月

日
（
火
）
午

前

時

▽
場
所
　
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー

ビ
ル 令

和
４
年
度
第
１
回

通

常

議

員

総

会
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釧
路
商
工
会
議
所
と
（
一
社
）
北
海
道
中
小
企
業
家
同
友
会
く
し
ろ
支
部
、
釧
路
市
の

主
催
に
よ
る
「
２
０
２
２
く
し
ろ
合
同
会
社
説
明
会
」
が

日
（
木
）
午
前
９
時

分
か

ら
釧
路
市
観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

社
の
企
業
・
団
体
が
出
展
し
た
。

参
加
し
た
学
生
た
ち
は
企
業
の
採
用
担
当
者
の
説
明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社の企業・団体が出展した合同会社説明会

マップを持ってＰＲする松原代表（左）と

西都聖美前代表

まちづくりへの意気込みを話す

吉田会長

　
当
所
で
は
会
員
企
業
の
福
利

厚
生
の
充
実
を
目
的
に
『
生
命

共
済
制
度
』
を
運
営
し
て
い
ま

す
。

　
割
安
な
掛
金
と
な
っ
て
お

り
、
掛
金
は
損
金
ま
た
は
必
要

経
費
に
参
入
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
当
所
独
自
の
見
舞
金
制
度
な

ど
充
実
し
た
補
償
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
当
所
０

１
５
４
（

）
４
１
４
１
、
ま

た
は
担
当
保
険
会
社
の
ア
ク
サ

生
命
保
険
㈱
釧
路
営
業
所
０
１

５
４
（

）
１
８
１
４
ま
で
。

福
利
厚
生
を
充
実

生
命
共
済
制
度
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令
和
４
年
度
の
当
所
青
年
部

（
＝
釧
路
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
吉
田
勝
幸

会
長
）
の
通
常
総
会
が
４
月

日
（
火
）
午
後
６
時
よ
り
、
釧

路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
と

併
用
し
て
行
わ
れ
、

人
が
参

加
し
た
。

　
は
じ
め
に
吉
田
会
長
は
「
Ｙ

Ｅ
Ｇ
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
先
の

見
え
な
い
中
で
も
、
地
域
を
明

る
く
照
ら
す
た
め
に
先
頭
に
立

っ
て
活
動
を
進
め
て
き
た
。
今

年
度
は
、
市
民
が
街
に
親
し
み

や
誇
り
を
持
ち
、
釧
路
に
居
続

け
た
い
と
思
え
る
素
晴
ら
し
い

未
来
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
し
、
メ
ン
バ
ー
へ
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活

動
へ
の
協
力
を
求
め
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
３
年
度
事

業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
、
ま

た
令
和
４
年
度
事
業
計
画
と
収

支
予
算
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
吉
田
会
長
が
掲
げ
た

『
未
来
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
種
を
蒔

く
〜
１
０
０
年
続
く
文
化
・
産

業
を
共
に
育
も
う
〜
』
と
い
う

方
針
を
基
に
５
つ
の
委
員
会
と

２
つ
の
会
議
体
に
よ
り
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
組
織
力
向
上
や
ス
ポ
ー
ツ
・

ア
ウ
ト
ド
ア
の
新
た
な
コ
ン
テ

ン
ツ
の
創
出
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
人
材
を
活
用
し
た
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
事
業
を
展
開

し
て
い
く
。

　
総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
入
会

し
た
メ
ン
バ
ー
へ
の
バ
ッ
ジ
授

与
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

【
組
織
は
以
下
の
通
り
】

▼
事
務
・
広
報
委
員
会
（
山
口

尚
兵
委
員
長
）
▼
会
員
親
睦
増

強
委
員
会
（
山
下
賢
委
員
長
）

▼
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
委
員
会

（
金
丸
芳
忠
委
員
長
）
▼
ｃ
ｏ

ｏ
ｌ
ス
ポ
ー
ツ
興
行
委
員
会

（
川
村
真
一
委
員
長
）
▼
ア
ウ

ト
ド
ア
環
行
委
員
会
（
栗
林
延

年
委
員
長
）
▼
オ
ー
ル
く
し
ろ

文
化
醸
成
会
議
（
福
田
大
輔
議

長
）
▼
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
推
進
会
議

（
阿
部
将
和
議
長
）

　
昨
今
の
就
職
活
動
市
場
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
学
生
数
の

減
少
な
ど
の
要
因
か
ら
、
売
り

手
市
場
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
学
生
の
多
く
は
都
市

部
の
企
業
を
志
望
し
、
地
方
の

中
小
企
業
に
お
い
て
は
人
材
不

足
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
厚

生
労
働
省
発
表
の
令
和
２
年
度

の
就
職
後
３
年
以
内
の
離
職
率

は
新
規
高
卒
就
職
者
が
約
４

割
、
新
規
大
卒
就
職
者
が
約
３

割
と
高
く
、
若
者
の
定
着
率
の

低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
で

回
目
を
迎
え
る
合

同
会
社
説
明
会
は
、
就
職
活
動

を
行
う
高
校
生
や
大
学
生
な
ど

に
地
元
の
企
業
を
よ
り
深
く
知

り
、
就
職
活
動
の
視
野
を
広
げ
、

若
者
の
地
元
定
着
へ
つ
な
げ
る

こ
と
や
企
業
の
採
用
担
当
者
と

直
接
面
談
し
、
話
を
す
る
こ
と

で
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防

ぎ
、
早
期
離
職
の
解
消
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て

い
る
。

　
説
明
会
に
は
、

社
の
企
業

・
団
体
が
出
展
し
、
企
業
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
映
像
等
を
使
用
し
な
が
ら
、

採
用
担
当
者
か
ら
業
務
内
容
や

会
社
の
雰
囲
気
な
ど
を
説
明
。

採
用
担
当
者
は
「
学
生
か
ら
の

質
問
や
率
直
な
意
見
、
考
え
方

が
聞
け
て
採
用
活
動
の
参
考
に

な
っ
た
」
と
話
す
。

　
当
日
は
、
市
内
や
釧
路
管
内

の
高
校
や
大
学
、
専
門
学
校
な

ど
の
学
生
２
０
４
人
が
参
加

し
、
採
用
担
当
者
の
話
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
メ
モ
を
取
り
、
質

問
な
ど
も
積
極
的
に
交
わ
さ
れ

た
。

　
参
加
し
た
学
生
は
「
色
々
な

企
業
を
自
由
に
回
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
企

業
の
話
を
聞
い
て
視
野
が
広
が

っ
た
」「
面
接
な
ど
で
心
掛
け
る

べ
き
こ
と
な
ど
、
就
活
に
役
立

つ
こ
と
を
教
え
て
も
ら
え
た
の

で
、
説
明
会
に
参
加
し
て
よ
か

っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

　
な
お
、
当
所
で
は
釧
路
の
企

業
の
魅
力
発
信
の
た
め
に
就
活

情
報
サ
イ
ト
「
は
た
ら
く
し
ろ

う
」
を
運
営
し
て
お
り
、
掲
載

企
業
を
募
集
し
て
い
る
。
お
申

し
込
み
は
、
紙
面
下
部
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
。

　
釧
路
市
で
は
、
公
民
連
携
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
地
元
大
学
生
や
団
体
・
社

会
人
な
ど
で
構
成
す
る
Ｒ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
釧
路
ま
ち
づ
く
り
ラ
ボ
を
立

ち
上
げ
、
公
共
交
通
と
人
を
中

心
と
し
た
街
づ
く
り
、
歩
い
て

楽
し
め
る
中
心
街
の
た
め
に
市

民
が
求
め
て
い
る
も
の
は
何
か

な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
議
論

を
交
わ
し
て
き
た
。

　
そ
の
中
の
メ
ン
バ
ー
５
人
が

〝
北
大
通
を
若
者
の
遊
び
場

に
〞
を
合
言
葉
と
す
る
「
く
し

ラ
ボ
（
松
原
正
道
代
表
）
」
を

結
成
し
、
北
大
通
の
活
性
化
に

向
け
た
活
動
を
始
め
、
現
在
で

は
大
学
生

人
と
社
会
人
２
人

が
在
籍
し
て
い
る
。

　
く
し
ラ
ボ
で
は
、
実
際
に
北

大
通
を
街
歩
き
し
て
、
魅
力
の

探
求
に
取
り
組
み
、
街
歩
き
の

体
験
を
基
に
北
大
通
の
カ
フ
ェ

を
中
心
に
紹
介
し
た
『
く
し
ろ

北
大
通
マ
ッ
プ
』
を
作
成
し
た
。

　
マ
ッ
プ
に
は
、
お
店
を
見
つ

け
や
す
い
よ
う
に
地
図
に
店
構

え
が
わ
か
る
手
書
き
の
イ
ラ
ス

ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

お
店
の
特
徴
や
学
生
が
感
じ
た

こ
と
を
コ
メ
ン
ト
と
し
て
掲
載

し
て
お
り
、
マ
ッ
プ
を
見
た
人

が
心
を
動
か
さ
れ
、
自
然
と
足

が
向
い
て
し
ま
う
親
し
み
や
す

い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
活
動
を
通
し
て
メ
ン

バ
ー
は
「
意
識
し
な
い
と
知
ら

な
か
っ
た
人
の
温
か
さ
・
街
並

み
・
異
国
情
緒
・
食
の
美
味
し

さ
や
居
心
地
の
良
さ
な
ど
、
多

く
の
魅
力
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
」
「
観
光
客
だ
け
で
な

く
釧
路
市
民
に
も
、
こ
の
マ
ッ

プ
を
見
て
『
マ
チ
に
行
こ
う
！
』

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
魅
力

あ
る
北
大
通
を
歩
く
人
が
増
え

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
マ
ッ

プ
を
作
成
し
た
」
と
話
す
。

　
ま
た
、
「
今
後
は
街
歩
き
の

イ
ベ
ン
ト
や
社
会
実
証
実
験
な

ど
を
し
て
マ
チ
に
人
の
賑
わ
い

を
創
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
た
。

　
作
成
し
た
マ
ッ
プ
は
大
学
や

図
書
館
、
観
光
案
内
所
な
ど
に

設
置
さ
れ
る
ほ
か
、
デ
ー
タ
を

当
所
や
市
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
す
る
予
定
。


